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リン脂質dipalmitoylphosphatidylcholin°(DPPC)/水/CaClZ系について中性子スピンエコー

(NSE)および中性子小角散乱(SANS)実験を行い､脂質2重層膜のダイナミクスを調べてき

た｡DPPC/水/CaClZ系は通常脂質2重層膜が積層したラメラ構造を形成するが､CaClZを微

量加えたDPPC/水系では､水の濃度によりラメラ構造の膜間隔周期♂が60Åから1000Å以上

まで変化する.膜間の相互作用を分離するためにd>300Åの試料についてのNSE実験を行

い､脂質2重層膜の曲げの弾性率を求めた｡

sANSではラメラ構造の膜間隔周期に対応する回折ピークが観測されたが､X線小角散乱

(SAXS)の場合 d'280Åでは回折ピークは現れず､脂質2重層膜の形状因子に対応した幅広

い散乱が観測された｡中性子で観測されるピークがX線で観測されなかったのはラメラ構造

の回折ピークに寄与する脂質2重層膜の形状因子への膜の波状ゆらぎの効果の違いに起因し

ていると考えられる｡SANSおよびsAXS実験での回折ピークから得られた膜間隔周期 ♂の

DPPC濃度 Cへの依存性を図 1に示す｡ 希薄領域ではdは Cに反比例している｡

NSE実験で得られた中間相関関数.1(Q,上目ま指数2/3のIstretchedeさPOnential､

I(Q,t)-expl-(rQt)2/3] , (1)

によくフイットし､得られたrelaxationraterQ がQ3に比例した｡これらのNSE実験の結果は
zilmanらの膜の波状ゆらぎのダイナミクスの理論【1】を支持していると考えられた【21ので､

NSE実験の解析にZilmanらの理論を用いて膜の曲げの弾性率 TCを求めた｡液晶相で得られた

Teは温度 T上昇とともに単調に減少した｡また､図2に示すようにKは d>300Åであっても
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図 1. 回折ピークから得られた膜間隔周期 dのDPPC濃度 Cへの依存性｡実線は d∝ C~1

を示す｡

dに強く依存し､dの増加とともに減少する結果が得られた｡Zilmanら理論の有用性と限界

について議論したい｡
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図 2.NSEの解析にZilmanらの理論を用いて得られたDPPC/DzO/CaClZ系 (CaClZ:7mM)にお

ける脂質2重層膜の曲げの弾性率TCの膜間隔周期 dへの依存性
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